
「環境」「品質」「コスト]の調和と
            「安全・安心」

 全国グラビア協同組合連合会では（社）日本印刷産業連合会の
  グリーンプリンティング認定工場制度を推し進めています



印刷とは

多くの人に同じ情報を伝達する事を目的に原稿をもとに印
刷版を作り、この版にインキをつけこれを紙，フィルム，
布，その他に転写して多数の複製物を作る。
印刷方式には版の種類(凸版，凹版，平版，孔版)とそれぞ
れの印刷機がある。

平圧，円圧，輪転加圧方式

枚葉，巻き取り巻き取り

直接，間接転写方式
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■ オフセット印刷（平版）
（版式原理）

金属版

・非画像部（水分）
・ｲﾝｷ

ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ胴

版胴 ｲﾝｷﾛｰﾗｰ

水ﾛｰﾗｰ

圧胴

主な用途・・・出版,商業印刷（ｳｴﾌﾞ）,包装紙,ｶｰﾄﾝ,ﾗｲﾅｰ紙,ｼｰﾄ
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■ フレキソ印刷（凸版）

版胴
圧

ｲﾝｷ

ﾋｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾛｰﾙ

ｱﾆﾛｯｸｽﾛｰﾙ

主な用途・・・段ﾎﾞｰﾙ,ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ表刷,牛乳ｶｰﾄﾝ,紙器
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■ グラビア印刷（凹版）

ｲﾝｷ

版

圧

ﾄﾞｸﾀｰ

主な用途・・・出版,軟包装（食品包装）,紙器,建装材
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● 日本での包装グラビア印刷の歴史 ●

昭和23年 東洋ｲﾝｷにてｾﾛﾌｧﾝｲﾝｷを市場化する。

昭和25年 塩化ﾋﾞﾆｰﾙﾌｨﾙﾑが市場化する。

昭和27年 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ，防湿ｾﾛﾌｧﾝが市場化する。

※ｾﾛﾌｧﾝ短所である湿度に弱い点をｶﾊﾞｰし、熱ｼｰﾙ可能なﾌｨﾙﾑとして、注目される。（製袋物）

昭和31年 ｾﾛﾌｧﾝ/ｲﾝｷ/ﾁﾀﾝ/ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ（EL加工） ※ｸﾞﾗﾋﾞｱ印刷の一代革新

昭和35年 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾌｨﾙﾑが市場化する。 ※米国ﾃﾞｭﾎﾟﾝ社よりの輸入品（商品名：ﾏｲﾗｰ）

昭和35年 日清食品が即席ﾁｷﾝﾗｰﾒﾝを発売する。 ※明星食品，ｴｰｽｺｯｸ等が発売する。

※ｾﾛﾌｧﾝ/ｲﾝｷ/ﾁﾀﾝ/ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ（EL加工）

昭和37年 ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝﾌｨﾙﾑが市場化する。

昭和39年 ﾅｲﾛﾝﾌｨﾙﾑが市場化する。

昭和47年～48年 第一次ｵｲﾙｼｮｯｸが発生する。 ※省資源対策として水性ｲﾝｷの開発が注目される。

昭和54年～55年 第二次ｵｲﾙｼｮｯｸが発生する。

※ ｸﾞﾗﾋﾞｱ印刷は昭和35年～45年の高度成長時代に急速に発展した。その中でも、即席ﾗｰﾒﾝ包材が
寄与した影響は非常に大きかった。他の食品もこの影響を受け、原反／印刷／ﾗﾐﾈｰﾄの包装形態
が定着した。

包装袋の
基本品質

1. 美粧性

2. 衛生性

3. 簡便性（便利性）
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一般的に印刷と言うと『ｵﾌｾｯﾄ印刷』を指し、印刷分野別の

区分からｸﾞﾗﾋﾞｱ印刷と言うと『出版印刷』を指します。

ここでのｸﾞﾗﾋﾞｱ印刷とは通産省等の区分では『特殊ｸﾞﾗﾋﾞ

ｱ印刷』と表現されます。

グラビア印刷とは

何故『特殊ｸﾞﾗﾋﾞｱ印刷』と表現されるか

金属の版ﾄﾞｸﾀｰを使用する為、色々な原材料の使用が可能1

紙以外の多くの原反に印刷出来る。2
後加工の工程が非常に複雑。3
用途分野が広い。4
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製版されたｼﾘﾝﾀﾞｰがｲﾝｷﾊﾟﾝに浸漬しながら回転し汲みあげられたｲﾝｷを
ﾄﾞｸﾀｰﾌﾞﾚｰﾄﾞで掻き落とす。ｲﾝｷはﾊﾟﾀｰﾝの凹みに残り、ｺﾞﾑの圧胴の加圧により
被印刷体に転移，絵柄が複製される。

グラビア印刷の原理

版

圧

ﾄﾞｸﾀｰ

ｲﾝｷ

（a）いろいろなﾌｨﾙﾑに対して印刷ができる。

（b）耐刷力があり、多量の印刷ができる。

（c）ｶﾗｰ印刷、多色刷りができる。

特 徴
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プロセス印刷の分色
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プロセス印刷

部分の拡大写真
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グラビア印刷の用途

暮らしの“こんなところにも”グラビア印刷は豊かな色彩とデザインで様々な
ところに活躍し、毎日の生活と文化を支えています。

● ﾎﾟｽﾀｰ，ｶﾀﾛｸﾞ，ｶﾚﾝﾀﾞｰ
● 医薬品の包装
● 週刊誌，月刊誌のｸﾞﾗﾋﾞｱ頁
● ｶｾｯﾄ包装

文化

● ﾗｰﾒﾝ,ﾎﾟﾃﾄﾁｯﾌﾟ等の包装
● ﾋﾞｰﾙﾗﾍﾞﾙ等の瓶ﾗﾍﾞﾙ
● 冷凍食品の包装
● ﾚﾄﾙﾄ食品の包装

食

● ﾌﾟﾘﾝﾄ布地
● 洗剤箱
● ﾈｸﾀｲ，ｶｰﾃﾝ

衣

● 家
● ﾀﾝｽ，ﾃｰﾌﾞﾙ(家具)
● 床材，壁材

住

日常生活で
目にする

グラビア印刷
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裏刷り構成
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表刷り構成
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紙用途
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紙器用途
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シュリンク用途
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建材用途
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アルミ用途
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出版用途
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金・銀インキ用途
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食品包装の目的

微生物・・・細菌,酵母,カビ等
昆虫類・・・ダニ,ハエ等生物的環境要因

油脂の酸化,変褪色,ビタミン類等の栄養成分の減少,分解,
有害成分の発生,味,香りの変化化学的環境要因

水分の減少(目減り),吸湿,香辛料の香料成分の散失,外的力による破損,
これらを防止する一般的手段は加熱,低温,乾燥,防腐剤等の添加,放射線
殺菌,ガス充填,抗生物質の添加等の物理的,化学的手法を行う。

物理的環境要因

食品は種類が多く貯蔵性が異なる為、化学的，物理的，生物的な品質変化を

可能的最小限にとどめる事が必要となる。食品の変質する原因を大別すると

●内容食品の保護，保質保全 ●
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食品包装の機能

●流通の円滑化，消費の簡便性●

保管，輸送，貯蔵においての包装による食品の破壊，損傷を防ぎ，小分け包装を

することによって、流通の円滑化と消費に適する便利性を与える。

●商品価値の向上●

包装形態，色彩，デザインにより商品の外観を良好にし、商品価格を高め、購買

意欲を増加させる、内容食品の品名，製造月日，製造者，使用法の内容物表示

も印刷の必要性の重要ポイントでもある。

食品包装を行う目的は、食品の種類，加工法，性状により異なるので、包装する

食品の性状流通条件を検討した上で、包装材料，包装技法を併用し検討する事

が必要となる。

※内容物が何かで、包装構成が確定する場合が多い。
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組 成
含有量

（％）

着色剤
10～45

5～10

樹 脂 15～25

溶 剤 40～60

添加剤
0.5～5

グラビアインキの組成
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■ 溶剤の役割

●印刷インキの粘度と乾燥性を調整する。

●機上安定性を付与する（皮張り，流動性）

●被印刷フィルムへの転移性を与える。

●印刷インキの再溶解性を与える。

●残肉安定性を付与する。

●被印刷フィルムへの残留溶剤量を調整する。
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ラミネートとは

ラミネート＝｢積層する｣という意味

性質の異なる複数の基材
(ﾌｨﾙﾑ，紙，金属箔等）を貼り合わせること

各基材の特徴を生かし、目的の性能を持った
包装材料を製造する。

異なる材質の基材を貼り合わせる為に接着剤
が必要となる。
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      

    

    

 
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工程と環境負荷
大気汚染 、光化学スモッグ、オゾン層破壊、
地球温暖化など

資源の枯渇

廃棄物の不法投棄、処理場不足、水質汚濁、土壌汚染など

原材料
製
版 印 刷 ラミネート デリバリ 製 品

リサイクル

DXN

CO2

廃棄物

エネルギー消費

騒音・振動

など

フィルム､インキ、溶剤 樹脂、接着剤 加
工

燃 料

焼 却

エネルギ

廃 液

VOC  CO2

CO 2

NO

CO2 SPM

X

周辺公害

悪臭

グラビア
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軟包装グラビア印刷業界の環境への取り組みと今後の課題 

全国グラビア協同組合連合会 

 

軟包装グラビア印刷は、省資源化を進める手法として有効と考えられる。他の包装容器より

もCO2の排出量が少ない軟包装用プラスチックへの理解をたかめ、イメージを向上させる

ためにも、今後カーボンフットプリント制度を確立することが重要となろう。 

 

産業分類上グラビア印刷は、「紙」に印刷する「グラビア印刷」と「紙以外のものに対する特

殊印刷物」の一部であるプラスチックフィルムに印刷するものに分かれ、当連合会加盟各

社が主力とするのはプラスチックフィルムに印刷する「軟包装グラビア印刷」と呼ばれるもの

である。 

軟包装グラビア印刷業界の規模としては、直近の調査では業界全体出荷額は年間8500億

円、その内組合加盟会社175社で、2400億円を占めると推計されている。用途は食品包装

（軟包装）が80％以上を占め、その他に建材、薬品、雑貨等となっている。顧客としては、

大手印刷会社、食品メーカー、商社、包材メーカー等であり、グラビア印刷業といっても、

製版、フィルム調達、印刷、ラミネート、スリッター、製袋までトータルで生産する「コンバータ

ー」と印刷工程だけを請け負う「プリンター」に分類されている。 

業界を取り巻く課題は、印刷産業の中でも群を抜いて多いと思われる。トルエン、酢酸エチ

ル等といった希釈溶剤を大量に使用することから、改正大気汚染防止法によるVOC排出

抑制、PRTRの化学物質把握管理促進法と化学物質審査規制法等の規制があり、臭気に

おける近隣住民とのリスクコミュニケーション、食品安全に関わる衛生管理、危険物取扱の

消防法など規制される法令、条例を遵守しなくてはならない。さらに、CO2排出削減にも、

大量の熱風を必要とする乾燥熱源のボイラー、オールフレッシュの空調、VOC排出処理機

等対応せねばならない。また作業環境の管理区分強化によるノントレエン化も進んでいる

が、顧客の高級志向が続く限りトルエンの存在を否定できない。環境にやさしいとされる一

部アルコール含有の水性インキも出荷されているが課題は多い。それゆえ改正大気汚染

防法が論議された当時、グラビア印刷業の存続が危ぶまれ、関係者による当局への多大

な尽力と、12回に及ぶ環境対策協議会の開催により、「法規制と自主的取り組み」を業界

が一丸となって実施し、2009年度には2000年度比58％の削減を達成した。そのことで、存

続危機を存在感に変えた業界として関係各方面より賛辞をいただくこととなった。さらにそ

の実績と経験を生かし地球温暖化防止実行委員会を発足させ、関係省庁等の協力を得る

など、こうした着実な取り組みをしている。そうした取り組みは、社団法人日本印刷産業連

合会が進めるグリーンプリンティング工場認定制度の普及に貢献している。高い費用を掛

けずに「安全・安心」を宣言し、廃棄物の管理、省エネ等を実行する制度であるが、当連合

会会員企業175社の内、既に３２事業所がその認定を受け、今年度中には、５０事業所にな

る予定である。こうした活動の目標は、地球温暖化対策、循環型社会の形成である。 

グラビア印刷の技術と製品の進化は、顧客の高級志向と「安全・安心」の要求が密接に絡

んでいる。そして環境負荷の低減、省資源、多機能性、短納期等の現代の社会ニーズに

対応し進化してきた。 
グラビア印刷機は1台数億円し、付帯設備等と上記の法令等を遵守するには、さらに数億

円が掛かる。最新の技術と機器を用い環境負荷の低減がされているが、それでも膨大なエ

ネルギーを消費している。今後も継続的に発展するには、品質レベルの適正化と製版の浅

版化と精度の安定、浅版化対応インキの開発、溶剤の回収化など幾多の課題の克服が必

要条件と考える。 

資料提供：東洋インキ製造㈱2011.02
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